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1 はじめに

Minimal Musicとは 1960年代に流行した音楽ジャ
ンルで，ワンフレーズを反復する音楽である．一見，単

純な音楽のように思えるが，Minimal Musicを聞くこ
とは音楽作品のメッセージを受け取って解釈するとい

うものではなく，聴き手のその時々の聴き方によって

変化するため能動的な作業を必要とする [1]．その特徴
として，聴取者は「浮遊感を感じる」「脳が溶ける」な

どの主観的な経験を報告する．しかし，人がMinimal
Music聴取時に身体・精神にどのような影響を受ける
か，どのような認知活動を行っているかについては科

学的検証が行われていない．

本研究では，Minimal Music聴取時における内省報
告と脳活動との対応を検討する．この目的のために，

Minimal Music聴取時と非Minimal Music聴取時の
被験者の反応を比較した．

2 実験手続き

2.1 被験者

被験者は平均年齢 22.2歳（範囲 22～24）の男性 5
名であった．事前に計測装置の安全性や実験手順につ

いて十分な説明を行い，同意を得た上で実験を行った．

2.2 測定

脳活動計測の手法として fNIRSを用いた．fNIRSと
は，血液中に含まれる酸素化ヘモグロビン，脱酸素化

ヘモグロビンを測定する方法である．

fNIRS装置は島津製作所社製の OMM2001を用い
た (図１）．計測部位は前頭葉をターゲットとし，前
頭部に 24チャンネルを配置した. 前頭葉とは fNIRS
によって測定可能な大脳皮質の領域であり，情動・認

知に関与している部位であることが知られている．ま

た，自分の好きな音楽聴取によって，前頭葉の脳血流

が低下すること [2]，逆に不快と感じた時は右前頭葉
に脳血流の増加することが知られている [3]．

2.2.1 実験手続き

本研究では，刺激の１つに Minimal Musicの代表
作として知られている Steve Reich の Piano Phase
を選択した．Piano Phase は gradual phase shifting
processを器楽曲に応用した最初のものとして有名で
ある [1]．gradual phase shifting processとは，例え
ば２人のピアニストがワンフレーズをユニゾンで演奏

図 1: 実験風景及び測定部位

し，一方が一定のテンポで繰り返し，何回かの反復の

あとに他方が少しずつテンポを速めて行くという手法

である．

今回の実験では，Piano Phase を刺激とした条件
(pMM条件) に加えて以下の 4つの条件を設定した．
すなわち，Piano Phase から gradual phase shifting
processを除いたMinimal Musicを聴く条件 (mm条
件)，連続ピップ音を聴く条件 (Pip条件)，クラシック
音楽 (ブラームス・クラリネット五重奏，３楽章) を
聴く条件 (CL条件)，ノイズミュージック (Merzbow
Octopus) を聴く条件，を設定した．
刺激提示前の安静時間 30秒，刺激時間 90秒，刺激

提示後の安静時間 30秒の計 2分 30秒を１試行とし
た．１条件につき２試行の計１０試行をランダムな順

序で実施した．刺激提示にはヘッドホンを用いた．全

試行が終了した後に，各条件に対する内省報告を聴取

した．

2.2.2 解析

fNIRSによって測定された脳血流中の酸素化ヘモグ
ロビンの増減は rCBF（局所脳血流量）の変化量を反
映し，rCBFの増加は神経活動の増加を反映したもの
であると言われている．そこで，本研究では酸素化ヘ

モグロビンを指標とした．測定したデータに対してバ

ンドパスフィルタ処理（0.008～8Hz）を行った．フィ
ルタ処理後のデータに対して，刺激提示前後の安静時

の酸素化ヘモグロビン量を基準として測定値の標準化

(z-score化)を行った．測定した 24チャンネルを左前
頭葉と右前頭葉とに 2分割し、各 12チャンネルの平
均を左右の前頭葉の活動量とした．刺激提示時点を基

準にベースライン補正を行った．
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3 結果

3.1 内省報告

pMM条件に対する内省として，被験者A，Dは「不
快」，被験者 B，C，Eは「言葉ではうまく表せない
気分，何とも言えない気分がする．どちらかといえば

快」，という趣旨の意見を述べた．

mm条件に対して，被験者 Aは「快」，被験者 B，
Eは「単調でつまらない，特に何も感じない」，被験
者 Cは「何とも言えない気分」，被験者Dは「不快」
という意見を述べた．

Pip条件では，被験者 B，Dが「不快」，その他の
被験者は「何も感じない」と報告した．CL条件では
全被験者が「快」と述べ，NM条件では全員が「不快」
と述べた．

Minimal music (pMM条件、mm条件) に対して実
験前に予想されていた「浮遊感」や「脳が解ける」と

いう内省報告は得られなかった．ただし，被験者 B，
Eが pMM条件に対して，被験者 Cが pMM条件と
mm条件に対して「快でも不快でもない」という独特
の内省を報告したことは、非 Minimal Music条件と
は異なる点である．

図 2: 被験者A，Cの音楽聴取時における左右前頭葉の
活動．横軸は時間経過、縦軸は酸素化ヘモグロビンの相

対的変化 (上方が増加、下方が減少)を示す．Minimal
Musicにおいて顕著な変化が生じた (矢印)．

3.2 脳活動計測

図２に、脳活動変化の例 (被験者 A、C) を示す．
Minimal Music(pMM条件，mm条件)の効果につ

いて、pMM条件に対しては、被験者Aで左右前頭葉、
被験者 Bで左前頭葉、被験者 Eで右前頭葉において，
他の条件と比べて血流が増加した．mm条件に対して
は、被験者 Cで左右前頭葉で血流が増加した．先行
研究で得られた知見として，不快な音楽に対して右前

頭葉の血流の増加することが知られている [3]．被験
者 Aに関しては内省で「不快」と述べていたのでこ
の先行研究の結果と一致する。これに対して，内省で

「快」と報告した被験者C，Eの結果は先行研究の結果
と合致しない。このような齟齬の理由として，音楽の

知覚と情動反応は独立した脳内過程を有しているとい

う事例が報告 [4]されており，gradual phase shifting
processによる知覚の要因やMinimal Music特有の能
動的に聴取するということが前頭葉の活動に影響して

いる可能性が考えられる．

4 おわりに

本研究では fNIRSを用いて音楽聴取時の脳活動計測
を行った結果，Minimal Music聴取 (pMM条件，mm
条件) は非 Minimal Music 聴取と比較し，前頭葉で
脳血流が増加することが示された．今回の結果では，

mm 条件よりも pMM 条件で脳血流が増加した人数
が多いことから，Minimal Music の特徴としてワン
フーレズを繰り返すという手法よりもズラすという手

法 (gradual phase shifting process) の方が脳活動に
大きく影響することが示唆される．今後は，gradual
phase shifting process効果を検証するために，フレー
ズの位相のズレる速度を変数とした実験を行う必要が

ある．また，内省報告においてMinimal Musicに対す
る快とも不快ともいえない意見が述べられていたが，

Minimal Music聴取によって喚起される情動について
詳細な心理評定を実施する必要がある．
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